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更
正
予
算
等
を
決
議 

第
三
回
理
事
会 

二
月
六
日
第
三
回
理
事
会
が
行
わ
れ
、
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
更
正
予
算
等
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。 

                        

  

第
三
回
理
事
会
で
は
、
四
議
案
が

提
案
・
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

【
議
案
】 

①
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
更

正
予
算
。
昨
年
七
月
に
職
員
が
一
名

退
職
し
た
こ
と
、
ま
た
臨
時
職
員
の

変
更
な
ど
に
よ
り
道
補
助
金
の
変
更

に
よ
る
更
正
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 ②

特
別
会
計
更
正
予
算
。
町
の
補

助
金
交
付
を
受
け
て
い
る
事
業
に
対

し
て
、
残
額
が
生
じ
た
八
十
三
万
円

を
返
還
す
る
更
正
予
算
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

③
複
合
施
設
（
支
所
）
管
理
規
程

の
改
定
。
施
設
使
用
料
金
の
見
直
し

に
よ
る
料
金
改
定
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
（
別
紙
一
参
照
） 

④
加
入
・
脱
退
会
員
の
承
認
。
加

入
会
員
一
名
、
脱
退
会
員
四
名
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
（
別
紙
二
参
照
） 

【
報
告
事
項
】 

①
日
高
町
へ
の
要
望
事
項
と
し

て
、
緊
急
保
証
制
度
利
用
事
業
者
へ

の
保
証
料
五
十
％
補
給
の
申
請
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
高
町
物
品
購

入
等
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
に
対

し
、
業
種
に
お
け
る
各
取
扱
い
品
目

の
業
歴
の
明
記
と
審
査
に
第
三
者
を

加
え
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。
な

お
要
望
の
時
期
は
平
成
二
十
三
・
二

十
四
年
度
か
ら
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

②
総
務
企
画
委
員
会
（
Ｈ
Ｐ

作
成
）
経
過
報
告
。
三
回
の
会
議
報

告
、
Ｈ
Ｐ
作
成
業
者
を
決
定
し
、
本

年
度
作
成
予
算
を
四
十
三
万
円
と
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

③
ふ
る
さ
と
日
高
応
援
寄
付
金

経
過
報
告
。
寄
付
金
者
数
三
十
九
名
、

寄
付
金
総
額
百
十
一
万
九
千
円
。
商

工
会
手
数
料
収
入
一
万
七
千
三
百
五

十
円
（
寄
附
者
へ
の
特
産
品
発
送
受

託
手
数
料
）
と
な
っ
た
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。 

④
門
別
競
馬
場
内
食
堂
等
出
店

概
要
。
新
規
に
設
置
さ
れ
る
ス
タ
ン

ド
施
設
内
に
て
、
食
堂
（
二
店
舗
）

の
運
営
依
頼
が
あ
り
、
商
工
会
と
し

て
希
望
者
を
募
集
す
る
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
員
へ
の
周
知
は
検
討

委
員
会
「
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｋ
Ａ
・
Ａ
Ｉ
馬

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
募
集
要

領
に
基
づ
き
、
管
内
地
元
業
者
の
出

店
を
募
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

  

平成 21年 2月 27日（第 66号） 



 2 

0

確
定
申
告
時
期 

  

苫
小
牧
税
務
署
で
は
、
署
外
に
確

定
申
告
会
場
を
開
設
し
、
早
期
確
定

申
告
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

会
場
は
、
苫
小
牧
駅
前
プ
ラ
ザ

「e
g
a
o

」
七
階
（
苫
小
牧
市
表
町

六
丁
目
二
‐
一
）
で
、
期
間
は
一
月

二
十
一
日
〜
三
月
十
六
日
ま
で
で
す
。 

 

確
定
申
告
会
場
に
お
越
し
の
際
は
、

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。e

g
a
o

駐
車
場
ま
た
は

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
を
二
時
間

ま
で
無
料
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

会
場
で
は
所
得
税
・
消
費
税
の
申

告
に
つ
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

て
申
告
書
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
手
書
き
で
申

告
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。 

申

告

に

関
す
る
お
問

合
せ
は
、 

苫
小
牧
税
務
署

【
電
話

0
1
4
4
-
3
2
-
3
1
6
5

】
ま

で
。 

  

雇
用
の
維
持
対
策
助
成
金 

 

雇
用
調
整
助
成
金 

  

景
気
の
変
動
な
ど
の
経
済
上
の
理

由
に
よ
る
企
業
収
益
の
悪
化
か
ら
、

生
産
量
が
減
少
し
、
事
業
活
動
の
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
主
が
、

解
雇
を
避
け
、
雇
用
す
る
労
働
者
を

一
時
的
に
休
業
、
教
育
訓
練
ま
た
は

出
向
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
雇
用

を
維
持
し
た
場
合
、
休
業
・
教
育
訓

練
ま
た
は
出
向
に
係
る
手
当
等
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。 

 

支
給
要
件
は
、
最
近
三
ヶ
月
の
生

産
量
が
そ
の
直
前
三
ヶ
月
ま
た
は
前

年
同
期
比
で
五
％
以
上
減
少
し
て
い

る
こ
と
。
従
来
の
雇
用
量
要
件
は
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。 

 

助
成
率
は
、
休
業
手
当
ま
た
は
賃

金
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し

た
額
の
二
分
の
一
（
上
限
あ
り
）
。
教

育
訓
練
を
実
施
し
た
際
は
教
育
訓
練

費
と
し
て
一
人
一
日
千
二
百
円
を
上

乗
せ
し
ま
す
。 

 

休
業
、
教
育
訓
練
ま
た
は
出
向
の

実
施
に
つ
い
て
、
原
則
事
前
に
都
道

府
県
労
働
局
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
届
け
出
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金 

  

対
象
と
な
る
事
業
主
、
最
近
三
ヶ

月
の
生
産
量
が
そ
の
直
前
三
ヶ
月
ま

た
は
前
年
同
期
比
で
減
少
し
て
い
る

こ
と
。
前
期
決
算
等
の
経
常
利
益
が

赤
字
で
あ
る
こ
と
（
生
産
量
が
五
％

以
上
減
少
し
て
い
る
場
合
は
不
要
）
。 

助
成
率
、
休
業
手
当
ま
た
は
賃
金
に

相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額

の
五
分
の
四
（
上
限
あ
り
）
。
教
育
訓

練
を
実
施
し
た
際
は
教
育
訓
練

費
と
し
て
一
人
一
日
六
千
円
を
上
乗

せ
し
ま
す
。 

  

こ
の
他
、
補
正
予
算
成
立
に
よ
る

助
成
金
の
新
設
、
拡
充
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。 

①
高
年
齢
者
雇
用
開
発
特
別
奨
励
金 

②
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
に

よ
る
中
小
企
業
の
障
害
者
雇
入
れ
支

援
の
拡
充 

③
地
域
再
生
中
小
企
業
創
業
助
成
金 

④
介
護
未
経
験
者
確
保
等
助
成
金 

⑤
試
行
雇
用
奨
励
金
の
拡
充 

  

詳
し
く
は
別
紙
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

担
当
係
は
次
の
と
お
り 

職
業
対
策
課
雇
用
開
発
係 

〇
一
一-

七
〇
九-

二
三
一
一 

  

新
規
高
卒
者
採
用
ご
案
内 

  

北
海
道
日
高
支
庁
と
苫
小
牧
・
浦
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河
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
の
お
知
ら

せ
で
す
。 

『
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

の
就
職
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
国
及
び
道
で
は
高

等
学
校
等
教
育
機
関
と
密
接
な
連

携
・
協
力
体
制
の
下
、
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

将
来
、
若
年
層
を
中
心
に
労
働
人

口
の
減
少
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
中
、

若
年
労
働
力
の
確
保
と
そ
の
育
成
は
、

企
業
の
み
な
ら
ず
北
海
道
経
済
の
発

展
、
ひ
い
て
は
わ
が
国
の
社
会
・
経

済
の
安
定
に
と
り
ま
し
て
も
き
わ
め

て
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
経
済
環

境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
社
会
人
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る

新
規
高
卒
者
が
希
望
を
持
っ
て
職
業

生
活
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
求
人
枠
の
確
保
と
一

層
の
拡
大
に
つ
い
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
』
こ
の
旨
通
知
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

積
立
範
囲
内
融
資
の
ご
案
内 

組
合
融
資 

 

北
海
道
商
工
業
支
援
協
同
組
合

で
は
、
積
立
範
囲
内
融
資
の
利
用
促

進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

積
立
は
商
工
貯
蓄
共
済
の
積
立
金

を
基
に
商
工
貯
蓄
共
済
借
入
と
は
別

に
、
借
入
期
間
一
年
以
内
、
返
済
方

法
一
括
の
み
と
し
て
融
資
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

組
合
融
資
は
、
融
資
ス
ピ
ー
ド
が

速
く
、
利
息
は
貯
共
積
立
範
囲
内
と

同
利
率
、
手
数
料
も
一
件
に
つ
き
七

百
円
と
比
較
的
安
く
設
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
融
資
残
高

（
貯
共
含
む
）
と
相
殺
処
理
も
可
能

で
す
。 

 

詳
し
く
は
商
工
会
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。 

   

税
金
の
話 

 

医
療
費
と
補
て
ん
保
険
金 

 
 

医
療
費
控
除
に
つ
い
て
は
、
支
払

っ
た
医
療
費
か
ら
保
険
会
社
な
ど
か

ら
受
取
る
保
険
金
等
を
差
引
い
た
額

が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
医
療
費
を
補
て
ん
す
る

保
険
金
等
の
額
が
、
医
療
費
を
支
払

っ
た
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
時
ま
で
に
確
定
し
て
い
な
い
場
合

に
は
、
補
て
ん
さ
れ
る
保
険
金
等
の

見
込
額
に
基
づ
い
て
計
算
し
ま
す
。 

 

な
お
、
後
日
、
補
て
ん
さ
れ
る
保

険
金
等
の
確
定
額
と
当
初
の
見
込
額

と
が
異
な
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、

そ
の
医
療
費
控
除
額
を
訂
正
し
て
く

だ
さ
い
。
（
所
基
通7

3

－1
0

） 

    

 

 

 

複
合
施
設
使
用
料
（
別
紙
一
） 

単
位:

円 

             

※
基
本
料
を
四
時
間
と
し
、
超
過
時

間
一
時
間
（
一
時
間
に
満
た
な
い
場

基本料 冷・暖房料 
施 設 名 

４時間 

多目的ホール ３，１５０ １，５７０ 

カルチャー教室 ８４０ ４２０ 
二 
階 

小会議室 ８４０ ４２０ 

展示・休憩室   
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合
は
切
上
げ
る
。
）
に
つ
い
て
規
定
使

用
料
の
四
分
の
一
を
加
算
す
る
。 

※
冷
房
・
暖
房
を
必
要
と
す
る
と
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
使
用
料
の
五
割

増
し
の
額
を
徴
収
す
る
。 

※
町
外
使
用
者
で
営
利
を
目
的
と
し

な
い
使
用
に
つ
い
て
は
、
規
定
使
用

料
の
三
十
割
増
し
の
使
用
料
と
す
る
。 

※
収
益
（
営
利
を
目
的
と
す
る
商
業

活
動
及
び
入
場
料
を
徴
収
す
る
催
し

物
等
）
を
目
的
と
す
る
利
用
の
場
合

は
、
町
民
に
あ
っ
て
は
規
定
料
金
の

二
十
割
増
し
、
町
民
以
外
の
者
に
あ

っ
て
は
五
十
割
増
し
の
使
用
料
と
す

る
。 

※
使
用
料
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り

捨
て
る
も
の
す
る
。 

  

門
別
競
馬
場
内
食
堂
出
店
要
領 

 

一 

開
催
日
程 

七
十
六
日
間 

五
月
二
十
日
〜
十
一
月
十
九
日 

二 

開
店
時
間 

午
後
二
時
〜
午
後

八
時
三
十
分
（
最
終
レ
ー
ス
ま
で
） 

三 

募
集
方
法 

①
募
集
期
間
二
月
上
旬
〜
三
月
中
旬 

②
新
聞
・
広
報
等
に
よ
り
周
知
す
る 

③
管
内
商
工
会
を
通
じ
て
会
員
宛
募

集
を
募
る 

四 

募
集
メ
ニ
ュ
ー 

 

ラ
ー
メ
ン
・
そ
ば
・
丼
物
・
弁
当

等
の
食
事
提
供 

五 
選
定
方
法 

①
選
定
内
容 

公
募
方
式 

②
審
査

委
員
会
の
設
置 

旅
行
広
報
誌
関
係

者
、
北
海
道
競
馬
振
興
公
社
、
競
馬

フ
ァ
ン
の
中
か
ら
公
募
、
旅
行
代
理

店
（
五
〜
六
名
） 

③
審
査
基
準 

食

味
全
般
、
地
元
食
材
利
用
、
山
菜
等

の
活
用
度
合
い 

④
審
査
方
法 
全

店
一
堂
に
会
し
試
食
会
を
実
施
、
調

査
項
目
を
点
数
制
で
評
価
す
る 

六 

会
員
へ
の
周
知 

「
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ

Ｋ
Ａ
・
Ａ
Ｉ
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
検
討
委
員
会
に
諮
り
、
募
集
要

領
に
基
づ
き
会
員
へ
周
知
し
、
地
元

業
者
で
の
出
店
を
募
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

                   

 

《加入》 

業種 地区 企業名 代表者 年月日 所属部会 

サービス業 日高 フリースペース 反保秀治 20.10.10 商業部会 

《脱退》 

業種 地区 企業名 代表者 年月日 脱退理由 

喫茶店 日高 喫茶ラタンドール 下谷内利栄子 20. 8.31 法定（廃業） 

運送業 日高 平山荷役 平山十三雄 20.12.30 法定（廃業） 

畳製造業 日高 鈴木敷物店 鈴木 恒 20.12.30 法定（廃業） 

飲食業 富川 味処 にこにこ 横山健一 20.10.15 法定（廃業） 

 

加入・脱退会員 （別紙二） 


